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と が で き る 。

第 四 条 教 育 長 及 び 委 員 は 、 招 集 の 当 日 、 指 定 の 時 刻 ま で に 、 指 定 の 場 所 に 参 集 し な け れ ば な ら な い 。

2 招 集 に 応 ず る こ と が で き な い 者 は 、 そ の 理 由 を 付 し て 会 議 開 会 前 ま で に 教 育 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

( 会 期 )

第 五 条 会 期 は 一 日 と す る 。 た だ し 、 会 期 中 に 議 案 の 審 議 が 終 了 し な い と き 、 文 は 緊 急 を 要 す る 事 件 が あ る と き は 、

会 期 を 延 長 す る こ と が で き る 。

2 前 項 の 場 合 に お い て は 、 教 育 長 は 直 ち に こ れ を 委 員 に 告 知 し な け れ ば な ら な い 。

( 会 議 の 開 閉 )

第 六 条 会 議 の 開 会 及 び 閉 会 は 、 教 育 長 が 宣 告 す る 。

( 会 議 の 順 序 )

第 七 条 会 議 は 、 お お む ね 次 の 順 序 で 行 う 。

一 開 会

二 教 育 長 の 報 告

三 議 事

四 そ の 他

五 閉 会

( 動 議 )

第 八 条 委 員 は 、 動 議 を 提 出 す る こ と が で き る 。

2 動 議 が 提 出 さ れ た と き は 、 教 育 長 は 会 議 に 諮 っ て こ れ を 議 題 と し な け れ ば な ら な い 。

( 発 言 )

第 九 条 発 言 し よ う と す る 者 は 、 教 育 長 の 許 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。

2 二 人 以 上 が 発 言 を 求 め た と き は 、 教 育 長 は 先 に 発 言 し た と 認 め た 者 を 指 名 し て 発 言 さ せ る も の と す る 。

3 一 議 題 の 審 議 中 は 、 他 の 議 題 に つ い て 発 言 す る こ と は で き な い 。

( 採 決 )

第 十 条 教 育 長 は 、 議 題 に つ い て 論 旨 が 尽 き た と 認 め た と き は 、 会 議 に 諮 っ て 採 決 し な け れ ば な ら な い 。

2 教 育 長 は 、 順 次 各 委 員 の 賛 否 の 意 見 を 求 め て 採 決 す る 。

3 教 育 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 会 議 に 諮 っ て 記 名 又 は 無 記 名 の 投 票 に よ っ て 採 決 す る こ と が で き る 。

第 十 一 条 修 正 の 動 議 は 、 原 案 に 先 立 っ て 可 否 を 決 す る 。

2 修 正 の 動 議 が 二 以 上 あ る と き は 、 原 案 に 最 も 遠 い も の か ら 順 次 採 決 す る 。

3 全 て の 動 議 が 否 決 さ れ た と き は 、 原 案 に つ い て 採 決 す る 。

( 会 議 録 の 作 成 )

第 十 二 条 会 議 録 は 、 教 育 長 が 指 名 し た 事 務 局 の 職 員 に 作 成 さ せ る 。

2 会 議 録 に は 、 教 育 長 、 出 席 委 員 及 び 作 成 し た 職 員 が 署 名 し な け れ ば な ら な い 。

( 会 議 録 の 記 載 事 項 )

第 十 三 条 会 議 録 に は 、 会 議 の 次 第 及 び 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。

一 開 会 及 び 閉 会 に 関 す る 事 項

二 会 議 の 場 所 及 び 出 席 委 員 の 氏 名

三 説 明 の た め に 出 席 し た 者 の 氏 名

四 教 育 長 の 報 告 の 要 旨

五 議 題 及 び 議 事 の 大 要

六 議 題 と な っ た 動 議 及 び 動 議 を 提 出 し た 者 の 氏 名

七 質 問 又 は 討 論 を し た 者 の 氏 名 及 び そ の 要 旨

八 議 決 事 項

九 そ の 他 教 育 長 又 は 会 議 に お い て 必 要 と 認 め た 事 項

2 会 議 録 に 記 載 し た 事 項 に 関 し て 委 員 中 に 異 議 が あ る と き は 、 教 育 長 は こ れ を 会 議 に 諮 っ て 決 定 す る 。

( 請 願 及 び 陳 情 )

第 十 四 条 教 育 委 員 会 に 対 し て 請 願 又 は 陳 情 を し よ う と す る 者 は 、 教 育 長 が 許 可 す る 時 間 内 に お い て そ の 事 情 を 述 べ

る こ と が で き る 。
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( 会 議 の 傍 聴 )

第 十 五 条 法 第 十 四 条 第 七 項 本 文 の 規 定 に よ り 会 議 を 公 開 す る 場 合 の 傍 聴 の 手 続 、 傍 聴 人 が 守 る べ き 事 項 そ の 他 の 傍

聴 に 関 し て 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

( 雑 則 )

第 十 六 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 会 議 の 運 営 等 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 教 育 長 が 会 議 に 諮 っ て 定 め る 。

附 則

1 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ( 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 ) 附 則 第 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 田 教 育 長 が 在 職 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 後 の 石 川 県 教 育 委 員 会 会 議 規 則 の 規 定

は 適 用 せ ず 、 改 正 前 の 石 川 県 教 育 委 員 会 会 議 規 則 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

石 川 県 教 育 委 員 会 傍 聴 人 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日

教石 県 τ恒 円 委 員 h
.
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号

石 川 県 教 育 委 員 会 傍 聴 人 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 教 育 委 員 会 傍 聴 人 規 則 ( 昭 和 三 十 一 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 七 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 委 員 長 の 」 を 「 教 育 長 が 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 三 号 中 「 委 員 長 」 を 「 教 育 長 」 に 改 め る 。

第 四 条 第 一 項 中 「 委 員 長 」 を 「 教 育 長 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 委 員 長 」 を 「 教 育 長 」 に 、 「 速 か に 」 を 「 速 や か

に 」 に 改 め る 。

第 五 条 中 「 委 員 長 」 を 「 教 育 長 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ( 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 ) 附 則 第 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 旧 教 育 長 が 在 職 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 後 の 第 一 条 、 第 二 条 第 三 号 、 第 四 条 及

び 第 五 条 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 改 正 前 の 第 一 条 、 第 二 条 第 三 号 、 第 四 条 及 び 第 五 条 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

教 育 長 に 対 す る 権 限 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日

教石 県 "* 円 委 員 h
.
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号

教 育 長 に 対 す る 権 限 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

教 育 長 に 対 す る 権 限 委 任 規 則 ( 昭 和 三 十 一 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 二 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 」 ( 昭 和 三 十 一 年 六 月 三 十 日 法 律 第 百 六 十 二 号 」 を 「 、 地 方

教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 ( 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 」 に 、 「 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に 基 き 」 を

「 第 二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 十 三 号 中 「 第 二 十 七 条 」 を 「 第 二 十 六 条 」 に 改 め る 。

第 三 条 中 「 前 条 の 規 定 に か 』 わ ら ず 委 任 さ れ た 事 務 に つ い て 」 を 寸 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 委 任 さ れ た 事 務 に

つ い て 」 に 、 「 こ れ を 」 を 「 、 こ れ を 」 に 、 「 か 』 ら し め る 」 を 「 係 ら し め る 」 に 改 め る 。

本 則 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

第 四 条 教 育 長 は 、 委 任 さ れ た 事 務 に つ い て 重 要 と 認 め ら れ る も の 及 び 委 員 か ら 請 求 が あ っ た も の に つ い て は 、 教 育

委 員 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

第 五 条 前 各 条 の 規 定 は 、 法 第 十 三 条 第 二 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て 準 用 す る 。

2 前 項 の 場 合 に お い て 、 教 育 長 の 職 務 を 行 う 者 の 事 務 は 、 教 育 次 長 に 委 任 さ れ る も の と す る 。

教 育 次 長 が 二 人 以 上 あ る と き の 順 序 は 、 あ ら か じ め 教 育 長 が 定 め る と こ ろ に よ る 。

附 則

こ の 規 則 は 、

こ の 場 合 に お い て 、

1
 

平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ( 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 ) 附 則 第 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 旧 教 育 長 が 在 職 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 後 の 第 一 条 、 第 二 条 第 十 三 号 、 第 三 条 、

第 四 条 及 び 第 五 条 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 改 正 前 の 第 一 条 、 第 二 条 第 十 三 号 及 び 第 三 条 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す

る 。
教 育 長 専 決 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日

教石 県 コ
k 円 委 員 h
.
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号

教 育 長 専 決 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

教 育 長 専 決 に 関 す る 規 則 ( 昭 和 三 十 一 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 三 号 )

第 三 条 中 「 及 び 」 の 下 に 「 委 員 か ら 請 求 、 が あ っ た も の 並 び に 」 を 加 え る 。

本 則 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 四 条 前 三 条 の 規 定 は 、 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 ( 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 )

二 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て 準 用 す る 。

2 前 項 の 場 合 に お い て 、 教 育 長 の 職 務 を 行 う 者 の 事 務 は 、 教 育 次 長 が 代 理 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 教 育 次 長 が 二

人 以 上 あ る と き の 順 序 は 、 あ ら か じ め 教 育 長 が 定 め る と こ ろ に よ る 。

附 則

1 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ( 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 ) 附 則 第 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 旧 教 育 長 が 在 職 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 後 の 第 三 条 及 び 第 四 条 の 規 定 は 適 用 せ

ず 、 改 正 前 の 第 三 条 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 十 三 条 第

石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日

教石 県 τ恒 円 委 員 h
.
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 六 号

石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 ( 昭 和 四 十 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号 )

第 二 条 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 第 十 八 条 」 を 「 第 十 七 条 」 に 改 め る 。

「 庶 務 課

第 四 条 の 表 中 「 庶 務 課 」 を に 改 め る 。

教 育 振 興 推 進 室 」

第 五 条 の 表 庶 務 課 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

教 育 振 興 推 進 室 教 育 振 興 基 本 計 画 に 関 す る こ と 。

第 八 条 の 二 第 三 項 を 削 る 。

第 九 条 第 一 一 項 の 表 課 長 の 項 か ら 室 次 長 の 項 ま で の 規 定 中 「 企 画 調 整 室 」 の 下 に 「 、 教 育 振 興 推 進 室 」 を 加 え 、

教 育 振 興 推 進 室

教 員 指 導 力 向 上 推 進 室

学 校 指 導 課

ス ポ ー ツ 健 康 課

同 条

第 二 項 の 表 主 任 指 導 主 事 指 導 主 事 の 項 中 を に 改 め る 。

1
 附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ( 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 ) 附 則 第 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 旧 教 育 長 が 在 職 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 後 の 第 二 条 第 一 号 及 び 第 二 号 の 規 定 は

適 用 せ ず 、 改 正 前 の 第 二 条 第 一 号 及 び 第 二 号 並 び に 第 八 条 の 二 第 三 項 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

2
 



利 回 開 N 叶 刊 ω 油 N 叶 白 ( ゆ 藤 田 ) 剖 調 趨 c.n
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半

申 請 書 等 へ の 押 印 の 義 務 付 け の 緩 和 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日

教石 県 コ
k 円 委 員 h
.
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 七 号

申 請 書 等 へ の 押 印 の 義 務 付 け の 緩 和 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

申 請 書 等 へ の 押 印 の 義 務 付 け の 緩 和 に 関 す る 規 則 ( 平 成 十 一 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 六 号 )

改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 十 四 条 第 一 項 」 を 「 第 十 五 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ( 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 ) 附 則 第 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 旧 教 育 長 が 在 職 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 後 の 第 一 条 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 改 正 前

の 同 条 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

の 一 部 を 次 の よ う に

石 川 県 立 中 学 校 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日

教石 県 τ恒 円 委 員 h
.
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 八 号

石 川 県 立 中 学 校 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 立 中 学 校 規 則 ( 平 成 十 五 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 六 号 )

第 六 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

( 学 期 )

第 六 条 学 年 を 分 け て 次 の 三 学 期 と す る 。

第 一 学 期 四 月 一 日 か ら 七 月 三 十 一 日 ま で

第 二 学 期 八 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で

第 三 学 期 一 月 一 日 か ら 三 月 三 十 一 日 ま で

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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6 平成 27年 3月 27日(金曜日) 石川県公報 号 外

教 育 機 関

石川県教育委員会文書管理規程(平成14年石川県教育委員会訓令第4号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月27日

石 川 県教育委員会

第4条第 1号中 1(昭和31年法律第162号)第14条」を 1(昭和31年法律第162号)第15条」に改める。

別表第 1中 I1庶務課 |教庶 IJを
庶務課

教育振興推進室
に改める。

附則

1 この訓令は、平成27年 4月 1日から施行する。

2 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律(平成26年法律第76号)附則第2条第 1項の規

定により同項に規定する旧教育長が在職する場合においては、改正後の第4条第 1号の規定は適用せず、改正前の

同号の規定は、なおその効力を有する。

( 1箇月 2，350円送料とも) 発行人 'f920-8580 石川県金沢市鞍月 1丁目 1番地 石川県

印刷所 'f921-8002 石川県金沢市玉鉾4丁目 166番地 側共栄 TEL(076)292-2236


